
器具の取り付け取り外しは手袋など保護具を使用する。けがのおそれがあります。

ランプ

器具 器具

ランプ

１０ｃｍ以上

離してください。

・器具を密集して取付けないでください。密集させて取付けると、　過熱により故障の原因となります。

意注

警告

施 工 上 の ご 注 意施 工 上 の ご 注 意施 工 上 の ご 注 意

　 詳 細 に つ い て は 、 該 当 Ｔ ／ Ｕ 付 ６ Ａ リ レ ー の カ タ ロ グ ・ 商 品 仕 様 書 を ご 参 照 く だ さ い 。

施 工 は 、 施 工 説 明 に し た が い 確 実 に 行 な う 。 　 施 工 に 不 備 が あ る と 落 下 ・ 感 電 ・ 火 災 の 原 因 と な り ま す 。

ラ ン プ が 破 損 し た 状 態 で 使 用 し な い 。 落 下 、 感 電 、 火 災 の 原 因 と な り ま す 。

　 万 一 、 破 損 し た 場 合 、 す ぐ に 電 源 を 切 り 交 換 し て く だ さ い 。

ラ ン プ は ガ ラ ス 製 の た め 、 取 扱 に 注 意 す る 。 破 損 に よ る ケ ガ の 原 因 と な り ま す 。

器 具 、 ラ ン プ を 分 解 、 改 造 し な い 。 　 落 下 ・ 感 電 ・ 火 災 の 原 因 と な り ま す 。

表 示 さ れ た 電 源 電 圧 （ 定 格 電 圧 ６ ％ ） ・ 周 波 数 で 使 用 す る 。 指 定 外 の 電 源 電 圧 ・ 周 波 数 で 使 用 す る と 、 感 電 ・ 火 災 の 原 因 と な り ま す 。

直管ＬＥＤ器具　笠付型照明器具

（一般屋内用） ・器具の施工には電気工事士の資格が必要です。施工は必ず工事店に依頼してください。

非常用照明器具（電池内蔵型）

蓄電池を短絡・分解等しない。　破裂・火傷・感電・火災の原因となります。

　　取説ＮＯ．ＮＮＦＧ４１２３０Ｔ－Ｔ２　

非常用照明器具（電池内蔵型）非常用照明器具（電池内蔵型）非常用照明器具（電池内蔵型）非常用照明器具（電池内蔵型）

この器具は一般屋内専用です。雨水のかかる場所、湿気の多い場所、直射日光の当たる場所、振動の強い場所、

　腐食性ガスの発生する場所では使用しないでください。落下・感電・火災の原因となります。

外の風が直接当たる場所では使用しないでください。落下・破損の原因となります。

　蓄電池の劣化，ちらつき、短寿命及び非常点灯しない原因となります。

周囲温度は、５ ３５ で使用してください。

この器具の電源は、専用回路にしてください。

白黒

器 　 具

赤

・２線式（連続点灯する場合）配線種類

非常用照明器具としてご使用される場合は、次のように配線してください。

短絡線 白黒

器 　 具

赤

・３線式（壁スイッチ等で点滅操作する場合）

短絡線は器具端子台に接続されています。

壁スイッチで消灯しても電池への充電は行われています。

壁スイッチは、赤線回路に設けてください。

壁 ス イ ッ チ 等

器具端子台の短絡線を取り外して配線してください。

電源を通電せずに、蓄電池を接続したまま放置しないでください。蓄電池の劣化や短寿命の原因となります。

・ Ｔ ／ Ｕ 付 ６ Ａ リ レ ー を 使 用 す る 場 合 、 照 明 器 具 の 接 続 台 数 に 制 限 が あ り ま す 。

上記（）内は、加工品番です。（以降、加工品番の記載を省略します。）

品番　ＮＮＦＧ（ＮＮＦＧＨ）４１２３０Ｔ・ＮＮＦＧ（ＮＮＦＧＨ）４１２３１Ｋ

取扱説明書
保管用

取扱説明書
施工説明書施工説明書

８３

８３



ソ ケ ッ ト の 溝 マ ー クマ ー ク

Ｐ
ａ
ｎ
ａ
ｓ

Ｌ
Ｄ
Ｌ
４
０
Ｓ
・
Ｎ

昼
白
色
　
中
国
製

直
管
形
Ｌ
Ｅ

Ｐ
ａ
ｎ
ａ
ｓ
ｏ
ｎ
ｉ
ｃ

Ｌ
Ｄ
Ｌ
４
０
Ｓ
・
Ｎ
／
１
９
／
２
５

直
管
形
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
ン
プ

昼
白
色
　
中
国
製
　
１
９

４
ワ
ッ
ト

マ ー ク が 給 電 側 ソ ケ ッ ト の

溝 の 中 央 に 合 っ て い な い 。

マ ー ク が 給 電 側 ソ ケ ッ ト の

溝 の 中 央 に 合 っ て い る 。

　 　　 　

１ ０ １ ４ ｍ ｍ

６ ０ ０ ６ ５ ０ ６ ０ ０ ６ ５ ０ ６ ０ ０

８ ０ ０ ８ ０ ０

９ ０ ０ ９ ０ ０

１ ２ ５ ０ Ｎ 連 結

５ ５ ０

５ ０ ０

５ ５ ０

５ ０ ０

指定以外のランプ使用を防止するため必ずランプカバ－を取付けてください。

ネ ジ 穴 側

ランプカバ－のネジ穴側を

　反射笠穴に差し込む。

反 対 側 （ 差 込 み 側 ） を 内 側 へ 指 で 押 し な が ら 角 穴 に 差 し 込 む 。

差 込 み 側

ネジ

・ランプカバ－を外す。（２ケ所）

ランプカバ－の取付（２ケ所）

指定以外のランプ使用を防止するため必ずランプカバ－を取付けてください。

（最後まで確実にはめ込んでください）

８・９
ランプカバ－

ドライバ－で同梱のネジを締め付け

　固定する。ネジ頭の破損防止の為、

　電動ドライバ－は使用しないでください。

９ ランプカバ－の取付（２ケ所）

反射笠

９０ 回転

ラッチ反射笠の取付反射笠の取付

ＮＮＦＧ４１２３０Ｔ

ＮＮＦＧ４１２３１Ｋ

連結ソエ板（別売）

反射笠

・本体端面のＫ．Ｏをはずして、

　連結ソエ板（別売：ＦＫ４８２）

　を取付ける。

警告

連結の場合連結の場合

－ ２ －

本体の取付

・本体を取付ボルトに確実に取付ける。

電源線の接続
・電源線を確実に差し込む。

・Ｄ種（第３種）接地工事が必要。

・端子台の容量は、２０Ａです。

・この器具は、器具内送り配線が可能です。

　送り配線される場合は、器具同梱の電源ブッシング等で

　エンド部通線箇所の保護を行なってください。

　接続が不完全な場合や容量オーバーの場合、火災の原因と

　なります。

・ラッチを９０ 回転して、確実に

　取付が不完全な場合、反射板落下の原因となります。

ランプを確実に取付ける

適合電線　： １ ６

（単線）　　 ２ ０

１

　不備があると器具落下の原因となります。

　（取付ボルトは、Ｗ３／８又はＭ１０を使用する。）

耐えるよう取付ボルト取付部の強度を確保する。

取付前の確認

アース線の接続

コネクタの接続
・常用電源通電後、

・方向を合わせ確実に奥まで差し込む。

　接続が不完全な場合、非常点灯不点の原因となります。

・モニタ－ランプと

・点検スイッチを穴に通す。

点灯確認
・電源通電状態で、ランプ及びモニターランプが点灯するか確認する。
・点検スイッチを引き、非常点灯を確認する。（充電モニタ－は消灯します）

　正常に動作しない場合は「故障かな？と思ったときは」

　の項を参照してください。

アース線

アース接続端子

（アース線をカシメる）

　接続が不完全な場合、感電・火災の原因となります。

・電源線、アース線を本体の電源穴から引き込んでおく。

　反射笠の穴の位置を合わせる。

　施工は、施工説明書にしたがい確実に行なう。

　施工に不備があると落下・感電・火災の原因となります。

　反射笠を取付ける。

・アース線をアース接続端子に確実にカシメる。

本体の取付

電源線の接続

　接続が不完全な場合や容量オーバーの場合、火災の原因と

　なります。

　取付が不完全な場合、反射板落下の原因となります。

ランプを確実に取付ける

取付前の確認

　不備があると器具落下の原因となります。

１

アース線の接続

　接続が不完全な場合、感電・火災の原因となります。

コネクタの接続

　接続が不完全な場合、非常点灯不点の原因となります。

点灯確認

　正常に動作しない場合は「故障かな？と思ったときは」

　の項を参照してください。

各部のなまえと取付方法各部のなまえと取付方法

・器具質量（３ １ｋｇ：ＮＮＦＧ４１２３０Ｔ）に十分に

取 付 ボ ル ト

取 付 ボ ル ト

木 ネ ジ

５

ボルトの出しろ

１５ ３０ｍｍ

７

３

８

ア－ス

接続端子

ランプ

反射笠

（別途）

座金・ナット

６００

（
一
般
器
具
と
の

連
結
の
場
合
） １０

モニター

端子台

コネクタ

蓄電池

６

４

ランプ

６５０

２ ソケットの取付２
・ソケットをソケット台に確実に取付ける。

３

４

５

６

７

８

１０

２
ソケット

本　体
３

ソケットの取付

　コネクタを接続する。

奥 ま で 挿 入 さ れ て い な い

接 地 側 給 電 側

ラ ン プ

ソ ケ ッ ト ラ ン プ

・起動方式により適合ランプが異なります。

　適合ランプは、３ページ「お手入れ・ランプ交換」をご参照ください。

ラ ン プ の 向 き を 合 わ せ る

ラ ン プ を 奥 ま で 挿 入 す る

９ ０ 回 転 さ せ る

取 付 が 不 完 全 な 場 合 、 ラ ン プ 落 下 、 照 度 低 下 の 原 因 と な り ま す 。取 付 が 不 完 全 な 場 合 、 ラ ン プ 落 下 、 照 度 低 下 の 原 因 と な り ま す 。

奥 ま で 挿 入 さ れ て い る

ＮＮＦ４１２３０Ｃ ＮＮＦ４１２３０Ｃ



３ １

・ こ の 器 具 は 、 非 常 用 Ｌ Ｅ Ｄ 照 明 器 具 で す 。

　 ラ ン プ 交 換 の 際 は 、 必 ず 指 定 の パ ナ ソ ニ ッ ク 製 ラ ン プ を ご 使 用 く だ さ い 。

　

・ こ の 器 具 は 、 非 常 用 Ｌ Ｅ Ｄ 照 明 器 具 で す 。

　 ラ ン プ 交 換 の 際 は 、 必 ず 指 定 の パ ナ ソ ニ ッ ク 製 ラ ン プ を ご 使 用 く だ さ い 。

　

電源Ｋ．Ｏ

吊具Ｋ．Ｏ （吊具取付）

電源Ｋ．Ｏ取付ボルト穴

６００

吊具用

４００

（ボルト取付） ３５

電源穴

注意

告警

　　　接続が不完全な場合、非常点灯時に不点の原因となります。

Ｌ Ｅ Ｄ 照 明 器 具 の 光 源 寿 命 は 、 ４ ０ ， ０ ０ ０ 時 間 で す 。

器具、ランプを分解、改造しない。　落下・感電・火災の原因となります。

　そのままで使用すると、感電・火災の原因となります。

万一、煙が出たり、変な臭いがするなどの異常が発生した場合、すぐに電源を切り、工事店に修理を依頼する。

ランプが破損した状態で使用しない。落下、感電、火災の原因となります。

　万一、破損した場合、すぐに電源を切り交換してください。

ランプはガラス製のため、取扱に注意する。破損によるケガの原因となります。

－ ３ －

・ご使用前にこの取扱説明書を必ずお読みのうえ、正しくお使いください。

照明器具には寿命があります。（ １）

　法令に基づいて定期的に点検を実施してください。

　点検せずに長時間使い続けるとまれに火災・感電・落下などにいたる場合があります。

周囲温度が高い場合・点灯時間が長い場合などは寿命が短くなります。

・水または中性洗剤を用いて、汚れた部分を軽く拭き取ってください。

・本体表示にしたがって、下記の指定された部品を使用してください。・ランプ交換について－－－
　変色・変質、強度低下による破損の原因となります。
　シンナー、ベンジン、アルカリ系洗剤で拭かないでください。

・器具の清掃について－－－

アルカリ系洗剤は使用しないでください。　強度低下による破損の原因となります。

蓄電池を加熱したり、火や水の中へ入れたりしない。　破裂する危険があります。

蓄電池は分解しない。　火傷、感電の原因となります。　電池内の液は、皮膚や衣類をいためます。

蓄電池をショ－トさせない。　破裂、火傷、感電、火災の原因となります。

・下図を参照のうえ確実におこなってください。・蓄電池交換方法－－－

１　ランプカバ－、ランプをはずす。

２　反射笠をはずす。

３　蓄電池を交換する。

　　・蓄電池コネクタを抜く。

　　・蝶ナットと電池ホルダーをはずし、蓄電池を交換する。

４　蓄電池を取付ける。

　　・はずした手順と逆の手順で確実に取付ける。

　　・リード線を電池の横に収納する。

　　　電池ホルダーでリード線を傷つけないこと。

　　　感電・火災の原因となります。

　　・蓄電池コネクタは確実に差し込む。

５　反射笠、ランプ、ランプカバ－を取付ける。　・はずした手順と逆の手順で確実に取付ける。

　　・ランプの向きを合わせて取付けてください。　・ランプをソケットの奥まで確実に挿入して取付けてください。

　　・ランプを確実に９０ 回転させて取付けてください。

本体

蓄電池

電池ホルダー

蝶ナット

リード線

蓄電池

ヒューズ付コネクタ
ブロック

蓄電池コネクタ

　　　感電・火災の原因となります。

　　　接続が不完全な場合、非常点灯時に不点の原因となります。

器具背面図器具背面図

　　取説ＮＯ．ＮＮＦＧ４１２３０Ｔ－Ｔ２　

お手入れ・部品交換お手入れ・部品交換お手入れ・部品交換お手入れ・部品交換お手入れ・部品交換お手入れ・部品交換お手入れ・部品交換お手入れ・部品交換

長時間器具を使用しないときは、蓄電池は外してください。　蓄電池の劣化や短寿命の原因となります。

　をお受けください。必要な場合は弊社営業所へお申し出ください。（チェックシート番号：ＣＬＸ２０２１ＨＡ）

１年に１回は「安全チェックシート」に基づき自主点検してください。３年に１回は工事店等の専門家による点検

　点検せずに長期間使い続けるとまれに落下・感電・火災などに至る場合があります。

１　照明器具は、使用条件、使用環境で異なりますが、８ １０年が取り替え時期の目安です。但し、蓄電池は、４ ６年です。

　　　使用条件は、周囲温度３０ 、１日１０時間点灯です。

警 告警 告

　 取 扱 に 注 意 し て く だ さ い 。

感 電 の お そ れ あ り
　 ラ ン プ 交 換 時 は 、
ラ ン プ 破 損 の お そ れ あ り

　 ラ ン プ は ガ ラ ス 製 で す 。

　 必 ず 電 源 を 切 っ て く だ さ い 。

　 さ わ ら な い こ と 。
　 点 灯 中 や 消 灯 直 後 は ラ ン プ や そ の 周 辺 を
や け ど の お そ れ あ り品　　番

ＮＮＦＧ４１２３１Ｋ

蓄電池直管ＬＥＤランプ

ＬＤＬ４０Ｓ・Ｎ／１９／２５－Ｋ

ＦＫ７４８（７ ２Ｖ　３０００ｍＡｈ）

ＬＤＬ４０Ｓ・Ｎ／２９／３８－ＫＮＮＦＧ４１２３０Ｔ
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ＬＥＤ

・ 接 地 極 の な い 電 源 に 接 続 す る 場 合 は 、 消 灯 後 も ラ ン プ が 薄 暗 く 発 光 す る 場 合 が あ り ま す 。 予 め ご 了 承 く だ さ い 。

　部品の記号と名称　

Ｕ Ｔ ： 電 源 ユ ニ ッ ト 　 Ｓ Ｗ １ ： 点 検 ス イ ッ チ

Ｂ Ｋ ： ブ ロ ッ ク 　 　 　 Ｓ Ｗ ２ ： 常 用 消 灯 ス イ ッ チ

Ｂ Ｔ ： 蓄 電 池 　 　 　 　 Ｌ Ｅ Ｄ ： 充 電 モ ニ タ ー

Ｌ 　 ： ラ ン プ 　 　 　 　 Ｆ 　 ： ヒ ュ ー ズ 付 コ ネ ク タ （ １ ０ Ａ ）

　 定 格 　

・保証書について－－

補修用性能部品には、同等機能を有する代替品を含みます。

弊社はこの照明器具の補修用性能部品（電気部品）を製造打ち切り後、６年間保有しています。

保証書が必要な場合は、弊社代理店または弊社営業所へお申し出ください。

ランプ等の消耗品は除きます。詳細は弊社カタログをご参照ください。

この商品の保証期間は１年間です。但し、ＬＥＤ電源は３年間です。

　　の保有期間

・補修用性能部品－－

・保証について－－－

　　　　　
この器具には、ニッケル水素蓄電池を使用しております。

ニッケル水素電池はリサイクル可能な資源です。ニッケル水素電池の交換、及びご使用済の電池の　

破棄に際しては、ニッケル水素電池を取り出しリサイクルにご協力ください。

定期点検　３ケ月に１回は、破損・変形などの外観の点検をおすすめします。

６ケ月に１回は、外観点検と機能点検を併せて行ってください。

（点検については、誘導灯は消防法令、非常用照明器具は建築基準法令に定められていますので必ず実施ください。）

点検年月日
点　検　状　態

外　観 機　能
点検者

設置年月日　　年　　月　　日 取付場所　　　　　　　　 器具Ｎｏ．　　　　　　　

点検者
機　能

点検年月日
点　検　状　態

外　観 外　観

点　検　状　態
点検者点検年月日

機　能

・表に従ってお調べいただき、なお異常がある場合は、すぐに電源を切り、工事店に修理を依頼してください。

常時、ＬＥＤランプが点灯しない

現　象

ランプの寿命

消灯スイッチＯＦＦ

考えられる原因

蓄電池コネクタ外れ

ＡＣ電源が通電状態となっていない

蓄電池の充電不足

（保管時の自然放電や、施工時の放電など）

蓄電池の寿命

蓄電池コネクタ外れ

非常点灯しない

短時間しか点灯しない

　（３０分未満）

充電モニターが点灯しない

処　置

ランプを交換する

スイッチをＯＮする

コネクタを接続する

ＡＣ電源を通電状態とする

４８時間以上充電する

コネクタを接続する

蓄電池を交換する

　接続図　

保証について

故障かな？と思った時は

器具定格・接続図

保証について

故障かな？と思った時は

器具定格・接続図

・ ラ ジ オ 、 テ レ ビ や 赤 外 線 リ モ コ ン 方 式 の 機 器 は 照 明 器 具 か ら 離 し て ご 使 用 く だ さ い 。 雑 音 が 入 っ た り 、 正 常 に 動 作 し な い 場 合 が あ り ま す 。

・ 同 時 通 訳 機 等 の 誘 導 無 線 を ご 使 用 に な ら れ る 場 合 、 雑 音 が 入 る 場 合 が あ り ま す 。 事 前 に 確 認 し 、 対 策 を 講 じ て く だ さ い 。

・ 調 光 機 器 な ど と の 組 合 せ は で き ま せ ん 。

使 用 上 の ご 注 意

・ Ｌ Ｅ Ｄ 素 子 に バ ラ ツ キ が あ る た め 、 同 じ 品 番 の ラ ン プ で も 光 色 ・ 明 る さ が 異 な る 場 合 が あ り ま す 。 予 め ご 了 承 く だ さ い 。

０ １２Ａ０ １４Ａ入 力 電 流 ０ ２６Ａ

２６Ｗ２６Ｗ消 費 電 力 ２６Ｗ
１４００ｌｍＬＤＬ４０Ｓ・Ｎ／１９／２５－Ｋ

品番 ランプ 非常時光束
　ＡＣ

１００Ｖ

３７Ｗ消 費 電 力

０ ３７Ａ入 力 電 流
１９００ｌｍＬＤＬ４０Ｓ・Ｎ／２９／３８－Ｋ

０ １９Ａ

　ＡＣ

２００Ｖ

３７Ｗ

　ＡＣ

２４２Ｖ

３７Ｗ

０ １６Ａ

・ ラ ン プ ピ ン や ソ ケ ッ ト の 導 電 板 が 酸 化 （ 腐 食 ） し 、 不 点 灯 に 至 る 場 合 が あ り ま す 。 湿 気 の 多 い 場 所 、 腐 食 性 ガ ス の 発 生 す る 場 所 で は 、 使 用 し な い で く だ さ い 。

ＮＮＦＧ４１２３０Ｔ　ＬＥ９

ＮＮＦＧ４１２３１Ｋ　ＬＥ９

ＭＮ１０１８－０２０４２２

パナソニック株式会社　ライティング事業部 〒571-8686　大阪府門真市門真1048
　お問い合わせ先　パナソニック　照明器具・ランプ商品ご相談窓口　https://sumai.panasonic.jp/support/
　　0120-187-441（フリーダイヤル）【受付時間】月～土/9:00～18:00（祝日・三が日を除く）　※携帯電話からもご利用になれます。
　　0120-872-460（FAX） Help desk for foreign residents in Japan Tokyo (03) 3256-5444 Osaka (06) 6645-8787 Open: 9:00 - 17:30 (closed on Saturdays / Sundays / national holidays)


